
院外処方箋における疑義照会簡素化プロトコールの
改訂について
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2018年3月より疑義照会簡素化プロトコールの運用開始

2018年3月8日～（５店舗）

サンキュードラッグ千代ヶ崎薬局

タカサキ薬局産医大前店
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日本調剤医生ヶ丘薬局
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サンキュードラッグ高須薬局

サンキュードラッグ岡垣薬局

サンキュードラッグコスパ相生薬局

脇園薬局

サン薬局

新生堂薬局則松店

2025年8月1日～（14店舗）

サンキュードラッグ永犬丸薬局

新生堂薬局永犬丸店

安部薬局
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確認済みの漢方薬等の「食後」投与
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内服薬の剤形変更

一包化調剤

週1回製剤等の処方日数の適正化

残薬調整

疑義照会簡素化プロトコールの内訳
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同総量での外用剤の規格変更

ビスホスホネートの起床時への変更

確認済みの漢方薬等の食後投与

同用量での処方規格の変更

用法が明確な場合の追記

薬剤の半割、粉砕、混合

内服薬の剤形変更

一包化調剤

週1回製剤等の処方日数の適正化

成分名が同一の銘柄変更

残薬調整

2018年4月～2019年3月の1年間（5店舗の保険薬局と運用）：
外来処方せん159,429枚中6,406件の疑義照会あり。
6,406件の疑義照会のうち、827件（13%）がPBPMで処理された。

2022年4月～2023年3月の1年間（11店舗の保険薬局と運用）：
外来処方せん146,889枚中7,900件の疑義照会あり。
7,900件の疑義照会のうち、1,474件（19%）がPBPMで処理された。

病院, 82 (8), 707-710, 2023.



外来院外処方に関わる変更
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安部薬局

2022年1月～
外来処方せんに検査値等を印字

↓



2024年度１年間で検査値を根拠とした疑義照会の件数
指標とした検査値 疑義照会した医薬品名と件数 減量 中止/他剤へ変更 増量 変更なし

腎機能

レボフロキサシン（n=41） 35 6
セフカペン（n=7） 7
ファモチジン（n=7） 6 1
プレガバリン（n=6） 4 2
ミロガバリン（n=5） 4 1
バラシクロビル（n=3） 3
S-1（n=3） 1 1 1
シタフロキサシン（n=3） 3
リセドロン酸（n=2） 2
エドキサバン（n=1） 1
アンピシリン（n=1） 1
アモキシシリン（n=1） 1
セフジトレンピボキシル（n=1） 1
ファロペネム（n=1） 1
フルコナゾール（n=1） 1
アロプリノール（n=1） 1
エサキセレノン（n=1） 1
エンテカビル（n=1） 1
シロドシン（n=1） 1
シタグリプチン（n=1） 1
ダパグリフロジン（n=1） 1
フィネレノン（n=1） 1
ワルファリン（n=1） 1
トルバプタン（n=1） 1
スピロノラクトン（n=1） 1
レボセチリジン（n=1） 1
セレコキシブ（n=1） 1
ロキソプロフェン（n=1） 1
メトトレキサート（n=1） 1
イノラス配合経腸用液（n=1） 1

K
カリウム製剤（n=1） 1
ジルコニウムシクロケイ酸Na（n=1） 1
フロセミド（n=1） 1

好中球 オシメルチニブ（n=1） 1
好中球・血小板 サリルマブ（n=1） 1
Hb ダプロデュスタット（n=1） 1

2024年4月～2025年3月の１年間
⚫ 処方箋発行枚数：152,642枚
⚫ 疑義照会件数：7,252件（4.75%）
⚫ 検査値が根拠の件数：104件（0.07%）



外来院外処方に関わる変更
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2024年2月16日～
外来処方せんの疑義照会フローの変更

↓



メリット

外来院外処方の疑義照会フローの変更
従来
～2024/2/15

保険薬局 薬剤部 処方医

①FAXで疑義照会

④FAXで回答

②電話で疑義照会

③電話で回答

⑥電子カルテに疑義照会の内容入力

変更後
2024/2/16～

保険薬局 処方医

薬剤部

④電子カルテに疑義照会の内容入力と、
処方オーダー修正の代行入力

⑦処方オーダーの修正

①電話で疑義照会

②電話で回答

③FAXで報告
（処方変更の有無に関わらず）

医事課

⑤FAXで報告
（処方変更ありの場合）

医事課

⑥処方変更の
情報伝達

⑤処方オーダー修正の代行入力を事後承認

• 処方オーダー修正を病院薬剤師へタスクシフト

することにより、負担軽減および時間外労働の

短縮につながる。

医師

• 疑義照会のやり取りが速くなる。

• 処方オーダー未修正による繰り返しの疑義照会

が少なくなる。

保険薬局

• 疑義照会の仲介をなくすことで、処方オーダー

修正の代行入力の対応が可能になる。

薬剤部



2023/8/16-
2024/2/15

2/16-
3/15

3/16-
4/15

4/16-
5/15

5/16-
6/15

6/16-
7/15

7/16-
8/15

1日あたりの疑義照会件数
（中央値） 38.0件 36.5件 33.5件 28.0件 28.0件 24.0件 28.5件

疑義照会発生割合
（疑義照会件数/処方箋枚数） 5.9% 5.7% 5.5% 4.8% 4.6% 4.1% 4.5%

│
2024/2/16
運用変更

│

疑義照会フロー変更（病院薬剤
師による処方オーダー修正の代
行入力）実施後の3ヵ月目より、
疑義照会件数は有意に減少し、
1日10件程度（25%程度）減少

したことが確認された

日病薬誌, 61 (10), 1085-1091, 2025.

外来院外処方の疑義照会フロー変更後に確認された疑義照会件数の推移



外来院外処方に関わる変更
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2026年6月1日～
外来処方せん様式の変更

↓



院外処方箋における疑義照会簡素化プロトコールの改訂



院外処方箋における疑義照会簡素化プロトコールの改訂
削除 3. 残薬調整に関する疑義照会不要例（ただし、麻薬に関するものは除く）

(1) 薬歴や患者面談上、継続処方されている処方薬に残薬があることが明確な場合、投与日数を調整（短縮）して調剤すること（外用剤の本数
の変更も含む）。

例：クロピドグレル錠75mg 30日分 → 27日分（3日分残薬があるため）
ルリコンクリーム1% 10g 3本 → 2本（1本残薬があるため）

※ 残薬調整を行った場合は、残薬が生じた理由と残薬を回避するために取った 対応についての必ず処方箋に記載すること。



院外処方箋における疑義照会簡素化プロトコールの改訂
追記 (1) 成分名が同一の銘柄変更

例：フォサマック錠35mg → ボナロン錠35mg
※ 先発品間、局方品間での変更も可とする。

追記 (2) 内服薬の剤形変更（安定性、利便性の向上、医薬品出荷規制へ対応するための変更に限る）
錠剤やカプセル剤から口腔内崩壊錠への変更あるいはその逆、散剤から錠剤への変更あるいはその逆など
例：アレロック錠5mg → アレロックOD錠5mg

ビオフェルミンR散 → ビオフェルミンR錠
（粉砕）アスベリン錠10mg 2錠 → アスベリン散10% 0.2g

※ 用法・用量が変わらない場合のみ可とする。
※ 安定性、溶解性、体内動態等を考慮すること。
※ クリーム剤→軟膏、軟膏→クリーム剤などの外用剤の剤形変更は不可とする。

追記 (3) 別規格製剤がある場合の処方規格の変更（安定性、利便性の向上、医薬品出荷規制へ対応するための変更に限る）
例：5mg錠 1回2錠 → 10mg錠 1回1錠

20mg錠 1回0.5錠 → 10mg錠 1回1錠
追記 (4) 服薬状況等の理由により処方薬剤を半割や粉砕、混合すること、あるいはその逆（規格の変更も含む）。ただし、抗悪性腫瘍薬を除く

例：（粉砕）メドロール錠4mg 0.5錠 →メドロール錠2mg 1錠
同一処方内に2種類の外用剤 → 混合の指示の追加

※ 安定性のデータに留意すること。
一部
削除

(5) 処方薬剤を服薬状況等の理由により、一包化調剤すること、あるいはその逆（抗悪性腫瘍剤、および「一包化不可」との記載がある場合は
除く）。ただし、初回変更時は疑義照会すること

※ 服薬アドヒアランスが改善されると判断できる場合や患者が希望する場合に限る。
(6) 湿布薬や塗布剤等の外用剤で、処方総量が変わらない場合の規格変更

例：ロコイド軟膏0.1％5ｇ 2本 → ロコイド軟膏0.1％10ｇ 1本
アドフィードパップ40mg 6枚入 7パック → アドフィードパップ40mg 7枚入 6パック

(7) 隔日投与や曜日指定等の指示がある医薬品や週1回服用製剤、月1回服用製剤が、連日投与の他の処方薬と同一日数で処方されている場合の
処方日数の適正化（薬歴や患者面談上、処方間違いが明確な場合）

例：（他の処方薬が28日分処方のとき）
アクトネル錠17.5mg（週1回製剤）1回1錠 1日1回 起床時 28日分 → 4日分
バクトラミン配合錠 1回1錠 1日1回 朝食後 火・金曜日服用 28日分 → 8日分



院外処方箋における疑義照会簡素化プロトコールの改訂
削除 (8) 内用薬の用法が頓服あるいは回数指定で処方箋に記載があり、具体的な用法が口頭等で指示されている場合の用法の追記（薬歴上、用法

が明確な場合）
例：フロセミド錠20mg 1錠 1日1回 → 1日1回 体重が50kgを超えた時

追加 (8) 用法が指定された医薬品の用法変更
1)グリニド系速効型インスリン分泌促進薬の用法が「食直前」以外の場合の「食直前」への変更

例：レパグリニド錠0.5mg 1回1錠 1日3回 毎食前 → 毎食直前
2)α－グルコシダーゼ阻害薬の用法が「食直前」以外の場合の「食直前」への変更

例：ミグリトールOD錠50 mg 1回1錠 1日3回 毎食前 → 毎食直前
3)EPA製剤、EPA・DHA製剤の用法が「食直後」以外の場合の「食直後」への変更

例：エパデールS600 1回1包 1日3回 毎食後 → 毎食直後
4)「食直前」に指定された高リン血症治療薬の用法が「食直前」以外の場合の「食直前」への変更

例： レナジェル錠250mg 1回4錠 1日3回 毎食前 → 毎食直前
5)「食直後」に指定された高リン血症治療薬の用法が「食直後」以外の場合の「食直後」への変更

例：リオナ錠250mg 1回1錠 1日3回 毎食後 → 毎食直後
6)ビスホスホネート製剤の用法が「起床時」以外の場合の「起床時」への変更

例：アクトネル錠17.5mg 1回1錠 1日1回 朝食後 → 起床時
7)ボリコナゾールの用法が「食間（食事2時間後）」以外の場合の「食間（食事2時間後）」への変更

例：ボリコナゾール錠200mg 1回1錠 1日2回 朝夕食後 → 朝夕食間
8)「就寝直前」に指定された睡眠導入薬の用法が「就寝前」の場合の「就寝直前」への変更

例：デエビゴ錠5mg 1回1錠 1日1回 就寝前 → 就寝直前

一部
削除

(9)  疑義照会で確認が取れている漢方薬、EPA製剤、EPA・DHA製剤、メトクロプラミド、ドンペリドンの「食後」投与
例：大建中湯エキス顆粒 1回1包 1日3回毎食後

→ 次回以降「毎食後」で確認済みとする

追加 (10) 疑義照会で確認が取れている1日1回投与の高血圧治療薬等の1日2回投与
例：ニフェジピンCR錠20mg 1回1錠 1日2回朝夕食後

→ 次回以降「1日2回」で確認済みとする

追加 (11) 疑義照会で確認が取れている「変更不可（医療上必要）」欄および「患者希望」欄へのチェックの追加および削除
※ 疑義照会で確認が取れているが、処方オーダーが修正されていない場合に限る。



薬剤部で処方オーダー修正を代行入力できないケース

⚫ 併用禁忌の組み合わせで医師がオーダーした処方や、電子カルテに
アレルギー登録された薬効の医薬品を医師がオーダーした処方は、
医師のユーザー名・パスワードが必要になるため、薬剤部では代行
でオーダー修正できません。

⚫ 処方せんの有効期間（発行日から４日間）を過ぎると、処方オー
ダー修正もできなくなります。速やかなご報告をお願いします。



院外処方箋における疑義照会簡素化プロトコールの合意と運用

⚫まず、産業医科大学病院にご来院いただき、薬剤部長
から個別に説明をさせていただきます。

⚫その後、産業医科大学病院と保険薬局の代表者との間
で合意書を交わす手続きをいたします。当然ながら、
合意書を交わしていない保険薬局は運用不可です。

⚫薬剤師会単位やグループ薬局全体の合意は実施してお
らず、店舗ごとの合意になります。
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